
第４講 概要

特別編
講座概要

日 時：令和４年１月１６日（日）

13：00～16：00

場 所：オンライン開催

主 催：神奈川区連合町内会自治会連絡協議会・

神奈川区役所・認定NPO法人市民セクターよこは

ま

参加者：１８名 ＊受講者数20名

ケアプラザ・コーディネータ参加：

・神之木地域ケアプラザ

木村さん（地域活動交流コーディネータ-）

・反町地域ケアプラザ

山本さん（生活支援コーディネーター）

・片倉三枚地域ケアプラザ

安次嶺さん（生活支援コーディネータ-）

・若竹苑

吉野さん（生活支援コーディネータ-）

当日のプログラム

①アイスブレイク（ウォーミングアップ）

②プチ講義『ポストコロナの参加の場の開き方』

③アクションプラン・プレ発表会

第４講では、最終講で発表するアクションプランをブラッシュアップさせるため、３つのグループに

分かれてプレ発表をし、お互いのプランをオンラインで聞き合いました。

それぞれのプランを発表した後、「イイね」と「協力できること」の２つのテーマで意見交換をしま

した。仲間からたくさんの「イイね」をもらい、活動を応援、協力してくれる人がいたことで、地域で

活動を始めるモチベーションが高まりました！

オンラインでも受講生が地域での活動を本気で実践したい思いにあふれたプレ・発表となりました。
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プレ・アクションプラン発表

神奈川区地域子育て支援拠
点かなーちえ施設長
塚原 泉 氏

１

認定ＮPO法人市民セク
ターよこはま事務局長
吉原 明香 氏

東京都立大学准教授の坂倉杏介

先生から学んだ「ポストコロナ

の参加の場の開き方」をみなさ

んに共有します！

私たちは他者との関係やつな

がりの中で生きています。つな

がりは生きるために必要で、心

身の健康を維持していくために

は、地域活動は大事です。ポス

トコロナ時代に一人ひとりのい

きがい・つながりを発揮する場

を、どうデザインできるかが問

われています。

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
大
き
い

区
内
の
活
動
の
現
場
は
ど
う
開
い
て
い
る
の
か

地区名 アクションプラン名
入江 地域は皆家族

浦島丘 井戸端会議

神之木西寺尾 地域と学校の交流の場を増やす

神之木西寺尾 なんでもチャレンジ＆スポーツ

松見 町内会の高齢化

白幡 高齢者サロン「お一人さまいらっしゃい」

神北 マイセルフケア

六角橋 延焼防止に消火栓活用を

青木第一 地域人と企業人の両立で心豊かな生活実現
～キラキラ輝く神奈川区はワタシの一歩から～

青木第一 スポーツを通したつながり

青木第一 反町駅前ふれあいサロンの活用 ～地域案内所の運営～

青木第二 子どもの放課後の居場所づくり

片倉 高齢者の居場所（子どもも含む）

片倉 ポイ捨てゼロへ

神大寺 防災を通じて人をつなげる

羽沢 ウエルカム羽沢農業体験交流会

区外 地域の交流と活性化～年齢問わず住みやすい地域へ～

区外 みんなの活動のハブになる

地域ケアプラザの
コーディネータから
のコメント（要約）

大学校は地域で活

動したい人の宝箱で

す。

エリアを越えて、

活動を知る良い機会

になりました。

相談する時は、ぜ

ひケアプラザへおい

でください！

確実なこと、こたえのない

時代、その場で問い続けてい

くしかない社会。活動者ひと

り一人の不安や思いを出し切

る仲間同士の対話を続けてい

くことが必要です。

対話を続ける中で、自分の

活動の原点に立ち戻り活動を

再開している人もいます。

「すくすくかめっ子（親子の

たまり場」の活動者もそうで

す。全体の3分２程度が状況

を見ながら開催しています。

アイスブレイク / プチ講義 『ポストコロナの参加の場の開き方』

最終講 日程変更 ⇒ 3月27日（日）13時～16時
（変更前2月26日） 会場：市民協働推進センター
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